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市
で
は
、
効
率
的
で
効
果
的

な
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
、
４

月
１
日
か
ら
組
織
改
正
を
行
い

ま
す
。

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
農
林

水
産
業
の
課
題
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
農
林
課
、
農
地
課
、

水
産
課
の
３
課
の
事
務
分
担
を

見
直
し
、
農
業
振
興
課
、
農
地

課
、
水
産
林
務
課
に
再
編
。
農

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

地域保健福祉センター

市ホームページ（携帯電話は末尾に/ iを付ける）　
http://www.city.niigata.niigata.jp

電 話 案 内電 話 案 内 �電 話 案 内 �
市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
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北

中

東

石山

259‐7332

273‐9932

243‐5312

286‐4450

南

中央

坂井輪

西

黒埼

285‐2373

266‐5172

260‐3255

262‐3405

377‐2110

市の人口 〈2月末現在〉

人　口　517,550人 （－128）

男　　250,688人 （－88）

女　　266,862人 （－40）

世帯数　199,808 （－91）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

FIFAワールドカップ
TM

開催まであと68日・FIFAワールドカップ
TM

開催まであと68日�

英　　　語�
（アイルランド）�

フランス語�
（カメルーン）�

クロアチア語�
（クロアチア）�

韓　国　語�
（韓　　   国）�

スペイン語�
（メキシコ）�

ウ
ェ
ル
カ
ム�

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ� TM

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
レ
ー
ド

参
加
者
募
集
中

Ｗ
杯
開
催
期
間
中
の
６
月
２

日
に
実
施
す
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
レ
ー
ド
in
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

本
市
を
訪
れ
る
人
た
ち
へ
の

「
歓
迎
」
の
気
持
ち
を
仮
装
な

ど
で
表
現
し
、
古
町
通
り
を
練

り
歩
く
同
パ
レ
ー
ド
。
終
了
後

は
、
や
す
ら
ぎ
堤
で
希
望
者
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

同
事
務
局
（
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
総
合
対
策
室
内

�
内
線
２
１
８
４
）
へ

引っ越しシーズン 窓口が込み合います
市民課や黒埼支所、地区事務所などの

窓口は、入学、就職、退職、転勤などに
伴う、住民異動届や各種証明書などの交
付申請が集中するために大変混雑しま
す。お急ぎでない人は、次の時期を避け
た方が待ち時間も少なく済みます。
�込み合う時期
・４月上旬ころまで
・１週間のうちでは月曜日（特に４月１日）
問い合わせ 市民課（�内線2448）、黒埼
支所、地区事務所へ

軽自動車税（バイク・軽自動車など）

廃車・所有権移転の申告は４月１日まで
軽自動車税は、４月１日現在のバイク

や軽自動車などの所有者に１年分が課税
されます。廃車、所有権移転（譲渡・相
続）、住所変更した人は、４月１日まで
に忘れずに申告してください。
問い合わせ 市民税課（�内線2313）へ

業
振
興
課
に
は
、
農
林
水
産
行

政
の
企
画
・
政
策
力
の
強
化
を

目
的
に
、
農
政
室
を
設
置
し
ま

す
。中

央
卸
売
市
場
は
、
総
合
卸

売
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設

工
事
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
伴

い
、
市
場
整
備
推
進
課
を
建
設

課
と
し
て
場
内
へ
移
転
。
ま
た
、

２
つ
の
係
を
管
理
課
と
し
再
編

し
ま
す
。

市
民
病
院
で
は
、
新
病
院
の

建
設
事
業
が
基
本
設
計
に
入
る

な
ど
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
、

新
病
院
建
設
準
備
室
を
新
病
院

建
設
課
に
格
上
げ
し
ま
す
。
ま

た
、
大
山
台
ホ
ー
ム
と
松
鶴
荘

の
管
理
組
織
を
統
合
し
「
大
山

台
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に

改
組
し
ま
す
。

４
月
か
ら
国
民
年
金
制
度
が

改
正
さ
れ
る
た
め
、
国
民
年
金

課
を
廃
止
し
、
市
民
課
に
国
民

年
金
係
を
設
け
ま
す
。

合
理
的
・
効
果
的
な
行
財
政

運
営
の
確
立
に
向
け
「
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
」
を
試
行
導
入
す

る
た
め
の
推
進
体
制
と
し
て
、

総
合
企
画
課
に
行
政
評
価
推
進

室
を
設
置
し
ま
す
。

住
宅
課
住
環
境
整
備
係
の
所

管
事
務
を
建
築
指
導
課
の
都
市

景
観
室
に
移
し
、
名
称
を
都
市

環
境
整
備
室
に
改
め
、
建
築
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ

の
対
応
を
よ
り
効
果
的
に
進
め

ま
す
。

消
防
局
で
は
、
４
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
、
「
春
の
火
災
予

防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
29
日
と

４
月
15
日
に
消
防
訓
練
を
行
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

３
月
29
日
午
後

１
時
半
〜
２
時
15
分
・
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
、
４
月
15
日
午
前
11
時

〜
同
30
分
・
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

問
い
合
わ
せ

消
防
局
予
防
課

（
�
２
２
３
・
９
２
３
３
）
へ

�

春

の

火

災

予

防

運

動

春

の

火

災

予

防

運

動

�

�

　
　
　
　
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
な
ど
で
消
防
訓
練

で
消
防
訓
練�
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春

の

火

災

予

防

運

動

�
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ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
な
ど
で
消
防
訓
練�

万代橋～八千代橋間の信濃川やすらぎ堤右岸

市
で
は
、
信
濃
川
や
す
ら
ぎ
堤
右
岸
の
緑
地
整
備
を
、
万
代
橋
か
ら
昭
和
大
橋
ま

で
の
約
１
・
３
�
の
区
間
で
順
次
進
め
て
い
ま
す
。
今
月
末
ま
で
に
は
、
万
代
シ
テ

イ
裏
手
か
ら
八
千
代
橋
ま
で
の
整
備
が
終
り
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
部
分
と
合
わ

せ
る
と
、
万
代
橋
か
ら
八
千
代
橋
ま
で
の
約
６
０
０
�
の
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

信
濃
川
右
岸
の
万
代
橋
か
ら

八
千
代
橋
間
に
つ
い
て
は
、
新

潟
駅
に
近
く
周
辺
に
商
業
施
設

が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
市

民
や
観
光
客
が
訪
れ
る
に
ぎ
わ

い
の
水
辺
空
間
と
な
る
よ
う
、

平
成
12
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

万
代
橋
か
ら
万
代
シ
テ
イ
裏

手
ま
で
は
、
す
で
に
整
備
を
終

え
て
お
り
、
万
代
橋
と
調
和
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
階
段
や
ス
ロ
ー

プ
の
ほ
か
、
東
屋
な
ど
を
設
け

て
あ
り
ま
す
。

間
も
な
く
整
備
が
完
了
し
開

放
さ
れ
る
予
定
の
、
万
代
シ
テ

ま
た
、
「
長
い
ベ
ン
チ
が
あ

る
休
憩
所
」
「
緑
の
ト
ン
ネ
ル

の
よ
う
な
林
」
「
昆
虫
が
た
く

さ
ん
集
ま
る
木
や
ク
リ
ス
マ
ス

に
飾
り
付
け
が
で
き
る
も
み
の

木
の
植
栽
」
―
―
な
ど
、
�
ど

ん
な
や
す
ら
ぎ
堤
に
な
る
と
い

い
か
�
、
隣
接
す
る
南
万
代
小

学
校
の
児
童
か
ら
出
し
て
も
ら

っ
た
意
見
も
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

な
お
、
八
千
代
橋
か
ら
昭
和

大
橋
ま
で
の
約
6
7
0
�
区
間

に
お
い
て
、
今
年
秋
こ
ろ
ま
で

歩
行
者
の
通
行
規
制
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

信
濃
川
や
す
ら
ぎ
堤
左
岸
の

緑
地
整
備
は
、
万
代
橋
か
ら
千

歳
大
橋
ま
で
の
間
が
完
了
し
て

お
り
、
都
市
部
の
貴
重
な
水
辺

空
間
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

イ
裏
手
か
ら
八
千
代
橋
ま
で
に

つ
い
て
も
、
東
屋
や
ト
イ
レ
な

ど
を
設
置
し
ま
す
。
サ
ク
ラ
や

ヤ
ナ
ギ
、
ビ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

を
植
え
た
ほ
か
、
全
面
に
芝
を

張
り
ま
し
た
。

こ
の
区
間
の
整
備
終
了
後

は
、
八
千
代
橋
上
流
部
分
の
整

備
に
着
手
し
ま
す
。
八
千
代
橋

か
ら
昭
和
大
橋
ま
で
は
、
住
宅

地
や
商
業
施
設
に
近
接
し
た
貴

重
な
水
と
緑
の
空
間
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

散
歩
な
ど
が
楽
し
め
る
、
憩
い

と
ゆ
と
り
の
水
辺
空
間
と
し

て
、
14
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

東
土
木
事
務
所

（
�
２
７
１
・
１
３
６
１
）
へ

市
で
は
、「
新
潟
歴
史
双
書
」

の
６
冊
目
「
新
潟
市
の
文
化
財
」

を
刊
行
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

同
双
書
は
、
新
潟
の
歩
み
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
取
り
上

げ
、
分
か
り
や
す
い
内
容
で
紹

介
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
、
毎
年
刊

行
し
て
い
ま
す
。

新
潟
市
域
で
人
々
の
営
み
が

始
ま
っ
た
約
６
０
０
０
年
前
の

縄
文
土
器
や
、
北
前
船
で
に
ぎ

わ
う
新
潟
湊
を
描
い
た
幕
末
期

の
巨
大
な
絵
馬
、
か
つ
て
は
門

外
不
出
と
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て

き
た
民
俗
芸
能
の
棒
踊
り
な

ど
、
市
内
に
は
国
・
県
・
市
の

指
定
文
化
財
が
66
件
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
初
期
に
建
て

ら
れ
た
本
格
的
な
洋
館
の
新
津

記
念
館
な
ど
、
国
の
登
録
文
化

財
が
15
件
あ
り
ま
す
。

今
回
刊
行
し
た
「
新
潟
市
の

文
化
財
」
は
、
新
潟
の
歴
史
と

風
土
を
伝
え
る
こ
れ
ら
の
文
化

財
を
、
Ｂ
６
判
・
約
１
６
０
ペ

ー
ジ
に
カ
ラ
ー
写
真
と
コ
ン
パ

ク
ト
な
記
述
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
主
な
書
店
で
、
１
冊
１
５

５
０
円
（
消
費
税
含
む
）
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
購
読

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
課

（
�
内
線
２
２
５
４
）
へ

新潟歴史�
双 書 6

歴
史
と
風
土
を
伝
え
る�

 

�
新
潟
市
の
文
化
財
�
を
刊
行�

４
月
７
日
号
か
ら
、
本
紙

縦
書
き
記
事
部
分
の
文
字
を

一
回
り
大
き
く
し
、
一
行
12

文
字
か
ら
11
文
字
に
変
更
し

ま
す
。

こ
の
記
事
の
文
字
と
同
じ

大
き
さ
に
な
り
、
よ
り
読
み

や
す
く
な
り
ま
す
。

「
市
報
に
い
が
た
」
を
よ
り
読
み
や
す
く

4
月
7
日
号
か
ら
文
字
を
拡
大

西
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
粗
大
ゴ
ミ
申
込
電
話
番
号

３
月
29
日
ま
で

�
2
6
6
・
5
5
8
6

４
月
１
日
か
ら

�
2
6
6
・
5
5
9
9

※
対
象
は
西
新
潟
地
区
。
3
月
30
・
31
日
は
休
み


